
月 )に観察されるシギ ・ チドリの仲間 春や秋の渡りの季節 ( 4 ～ 5 月、 9 ～ 10 月 )に観察される野山の野鳥たち

野鳥園で冬を越す野鳥たち

干潟 ハマシギ　21cm  干潟
Dunlin

サルハマシギ　21cm  干潟
Curlew Sandpiper

32cm  干潟 コアオアシシギ　24cm  干潟
Marsh Sandpiper

キアシシギ　25cm  干潟
Grey-tailed Tattler

干潟 メダイチドリ　19cm  干潟
Mongolian Plover

ダイゼン　29cm  干潟
Grey Plover

として管理されています。

　開園時間　午前 9 時～午後 5 時　　休園日　毎週水曜日(祝日開園)

　駐車場　利用時間　午前 9 時～午後 5 時　普通車 20 台　利用料　無料

  連絡先  大阪市建設局臨港方面管理事務所　06-6613-7716

　南港ウェットランドグループ　 mail   office@oasaka-nankou-bird-sanctuary.com

エゾビタキ　15cm  緑地
Grey-spotted Flycatcher

エゾムシクイ　12cm  緑地
Sakhalin Leaf Warbler

キビタキ　
Narcissus Flycatcher

コルリ　14cm  緑地
Japanese Blue Robin

サンコウチョウ♂45cm♀18cm 緑地
Japanese Paradise Flycatcher

コマドリ　
Japanese Robin

ツツドリ　33cm  緑地
Oriental Cuckoo

サンショウクイ　20cm  緑地
Ashy Minivet

クロツグミ　
Japanese Thrush

野鳥園の環境概要

　園内には池が四つある。 護岸の導水管から海水が出入りし潮の干満がある３つの海水池と、

一つ。 池とそのまわりには、 干潟、 磯のような岩場、 カキ礁、 ヨシ原、

多くの水鳥たちが一年を通して栄養補給や休み場やねぐらに利用し、

園内の植栽林は野山の鳥たちにとって、 渡りの中継地あるいは越冬地ともなっている。

　このような多様な環境は、 長期にわたる順応的管理 （湿地や植栽などの手入れ）

種の野鳥がみられると共に、 開園以来の通算では250種の野鳥が記録されるなど、

ナーからベテランのバードウォッチャーまで広く親しまれている。

　環境省の｢日本の重要湿地500｣には人工干潟として唯一選定され､2003

の｢東アジア･オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ｣のシギ

●野鳥園航空写真 ●展望塔 ●北池 (干潮時は干潟が広がる

●北観察所●さえずりの丘●はばたきの丘


